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私
は
尋
常
一
年
生
の
と
き
、
カ
バ
ン
一
つ
持
っ
て
今
の
内
西

受
地
町
唐
津
の
家
庭
に
養
子
に
来
ま
し
た
。
状
態
と
し
て
は
何

不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
し
、
会
社
は
島
本
鉄
工
場
に

旋
盤
士
と
し
て
勤
務
。
年
明
け
後
、
現
役
兵
（
徴
兵
検
査
は
昭

和
十
七
年
兵
）
と
し
て
昭
和
十
八
年
九
月
十
日
入
隊
、
千
葉
県

柏
第
四
教
育
隊
（
航
空
兵
整
備
兵
）
と
し
て
教
育
を
受
け
ま
し

た
。百
式
司
令
部
偵
察
機
の
整
備
教
育
を
受
け
、
昭
和
十
九
年
七

月
南
方
転
出
、
比
島
に
上
陸
、
第
十
三
飛
行
場
中
隊
へ
勤
務
し

ま
し
た
。
内
地
の
家
族
に
は
送
金
な
し
、
音
信
は
随
分
し
ま
し

た
が
家
族
の
生
活
は
変
わ
り
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

初
年
兵
教
育
は
内
務
班
生
活
な
ど
、
今
思
う
と
ま
る
で
毎
日

毎
日
が
地
獄
、
話
の
し
よ
う
も
な
く
、
二
年
半
も
後
の
新
兵
が

続
か
ず
、
毎
日
よ
く
ぞ
殴
ら
れ
た
な
と
、
よ
く
ぞ
生
き
延
び
た

と
思
い
ま
す
。

四
十
人
転
属
し
た
う
ち
、
内
地
へ
復
員
し
た
の
が
た
っ
た
の

四
人
。
昭
和
十
九
年
八
月
十
八
日
比
島
に
上
陸
し
ま
し
た
が
、
ネ
ル

ソ
ン
飛
行
場
で
は
戦
果
も
上
が
ら
ず
、
戦
況
は
だ
ん
だ
ん
悪
く

な
り
ま
し
た
。
十
月
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ビ
ル
マ
か

ら
転
進
し
て
来
た
第
二
〇
四
戦
隊
（
隼
）
の
整
備
に
当
た
り
ま

し
た
。
飛
行
場
の
真
中
で
ピ
ッ
ト
で
機
銃
の
弾
入
れ
や
燃
料
の



入
れ
替
え
な
ど
全
部
初
年
兵
で
す
。
グ
ラ
マ
ン
が
機
銃
で
突
っ

込
ん
で
来
る
。
隼
の
機
銃
の
弾
が
な
く
な
り
空
中
戦
中
飛
行
場

に
降
り
、
素
早
く
取
り
換
え
る
の
で
す
。
古
参
兵
は
壕
の
中
、

古
参
兵
い
わ
く
、「
俺
た
ち
は
九
七
戦
の
脚
の
出
な
い
の
ば
か

し
で
」
と
言
い
訳
で
す
。
二
年
兵
だ
っ
て
い
る
の
に
仕
事
を
覚

え
よ
う
と
も
せ
ず
、
手
伝
い
も
せ
ず
、
た
だ
た
だ
タ
バ
コ
を
吸

い
な
が
ら
見
て
お
る
ば
か
り
。

そ
の
間
レ
イ
テ
作
戦
、
空
艇
隊
三
十
機
参
加
し
た
第
一
〇
六

戦
隊
で
百
式
司
令
部
偵
察
機
で
し
た
。
レ
イ
テ
作
戦
で
は
一
月

も
、
持
た
ず
で
す
。

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
五
日
よ
り
ツ
エ
ガ
ロ
ウ
の
東
方
シ
ェ

ラ
マ
ド
レ
ー
山
中
に
再
起
を
か
け
た
転
進
を
す
る
の
や
む
な
き

に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
山
中
は
南
方
特
有
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯

で
、
木
の
枝
は
繁
り
、
多
く
の
根
を
お
ろ
し
、
昼
な
お
暗
く
、

「
山
ひ
る
」
が
多
く
生
息
し
、
毎
日
ス
コ
ー
ル
が
襲
来
す
る
な

ど
最
悪
の
深
い
山
中
で
し
た
。
食
糧
は
な
く
飢
え
と
病
魔
と
の

戦
い
で
、
疲
労
困
憊
の
極
に
た
ち
し
、
つ
い
に
部
隊
は
解
散
の

や
む
な
き
に
い
た
り
、
生
存
者
は
三
々
五
々
米
軍
に
収
容
さ
れ

ま
し
た
。
北
部
地
区
は
ツ
エ
ガ
ロ
ウ
か
ら
ア
パ
リ
に
全
部
集
結

さ
れ
、
船
で
マ
ニ
ラ
に
行
き
捕
虜
生
活
で
す
。
昭
和
二
十
一
年

十
二
月
二
十
五
日
名
古
屋
に
着
き
復
員
し
ま
し
た
。

【
解

説
】

―
涙
の
初
年
兵
・
二
年
半
最
前
戦
で
も
―

体
験
記
執
筆
者
の
唐
津
氏
は
、
一
年
間
航
空
整
備
兵
と
し
て

教
育
を
受
け
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
第
十
三
飛
行
場
中
隊
に
勤
務
し

た
と
い
う
。
飛
行
場
大
隊
・
中
隊
に
つ
い
て
は
、
他
で
解
説
し

た
の
で
省
略
す
る
が
、
飛
行
場
中
隊
は
外
地
に
七
十
三
隊
あ
っ

た
。
第
十
三
中
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
ニ
ラ
、
タ
ク
ロ
バ
ン
に

所
在
し
た
と
い
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
第
四
航
空
軍
隷
下
の
中
隊

は
第
八
、
第
四
十
七
、
第
四
十
八
、
第
四
十
九
、
第
五
十
、
第

五
十
一
、
第
五
十
二
、
第
五
十
三
、
第
五
十
四
な
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
第
十
三
中
隊
の
通
称
号
は
「
威
一
〇
六
五
八
」
で
あ
り
、

「
威
」
と
は
第
二
飛
行
師
団
の
称
号
で
あ
る
。

ま
た
、
文
中
、
ビ
ル
マ
か
ら
転
進
し
て
き
た
第
二
〇
四
戦
隊

は
「
誠
一
一
〇
七
一
」
で
あ
る
の
で
、
籍
は
台
湾
（
花
蓮
港
）

で
、
第
八
飛
行
師
団
―
第
十
三
飛
行
師
団
で
あ
ろ
う
。

レ
イ
テ
作
戦
、
空
挺
隊
に
参
加
し
た
第
一
〇
六
戦
隊
と
あ
る



が
、
内
地
―
比
島
―
台
湾
―
内
地
と
転
戦
し
た
「
威
一
八
九
二

四
」
で
あ
る
。

次
に
「
百
式
司
令
部
偵
察
機
」
に
つ
き
若
干
説
明
を
し
た
い
。

「
百
式
司
偵
」
は
、
そ
の
快
速
に
も
の
を
い
わ
せ
て
大
空
を

駆
け
め
ぐ
っ
た
。
試
作
機
名
は
「
キ
―
四
六
」
と
称
さ
れ
、
第

二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
最
高
傑
作
で
あ
る
。
傑
作
機
と
い
う

と
、
海
軍
の
零
式
艦
上
戦
闘
機
（
ゼ
ロ
戦
）

、
陸
軍
の
キ
―
四
三

・
一
式
戦
闘
機
（
隼
）
な
ど
が
あ
る
が
、
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
は

「
百
式
司
偵
」
を
お
い
て
外
に
な
し
で
あ
る
。

「
百
式
司
偵
」
は
、
世
界
最
初
の
司
令
部
偵
察
機
と
な
っ
た

「
九
七
式
司
偵
」（
昭
和
十
二
年
五
月
制
式
採
用
）
の
後
継
機
と

し
て
、
同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
早
く
よ
り
試
作
指
示
が
出
て
、

十
四
年
八
月
、
試
作
第
一
号
機
が
完
成
、
岐
阜
県
各
務
ヶ
原
飛

行
場
で
試
験
飛
行
が
実
施
（
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
り
）
さ

れ
、
一
部
の
改
善
が
行
わ
れ
た
。

十
五
年
に
各
地
で
各
種
試
験
が
実
施
さ
れ
、
八
月
十
日
、
よ

う
や
く
終
了
し
た
。
そ
の
試
験
は
立
川
～
大
村
間
往
復
無
着
陸

（
一
九
二
〇
キ
ロ
）
の
長
距
離
飛
行
三
一
七
回
に
わ
た
る
離
着

陸
テ
ス
ト
（
一
機
最
高
一
〇
七
回
）
も
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
テ

ス
ト
で
、
最
大
速
度
（
高
度
四
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
、
最

高
速
度
五
四
〇
キ
ロ
を
記
録
し
た
。
陸
軍
の
要
求
六
〇
〇
キ
ロ

に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
一
式
戦
「
隼
」
の
四
九
〇
キ
ロ
、
双

発
複
座
戦
闘
機
「
屠
竜
」
の
四
八
○
キ
ロ
、
海
軍
の
十
二
式
艦

戦
、
零
式
艦
上
戦
闘
機
の
五
一
〇
キ
ロ
よ
り
、
は
る
か
に
速
か

っ
た
。
戦
闘
機
の
追
撃
を
振
り
切
る
に
十
分
な
ス
ピ
ー
ド
は
、

任
務
を
達
成
で
き
る
と
評
価
さ
れ
、
試
作
「
キ
―
四
六
」
は
百

式
司
令
部
偵
察
機
型
と
し
て
、
十
五
年
十
一
月
十
八
日
（
大
東

亜
戦
争
勃
発
約
一
カ
年
前
）
正
式
に
採
用
さ
れ
、
二
十
六
機
が

生
産
さ
れ
た
。

し
か
し
、「
百
式
司
偵
一
型
」
の
性
能
、
特
に
速
度
は
前
述

の
ご
と
く
陸
軍
要
求
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
昭
和

十
六
年
三
月
、
性
能
向
上
を
図
る
こ
と
と
な
り
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
エ
ン
ジ
ン
の
「
八
一
〇
二
（
一
型
に
装
備
し
た
八
二
六

「
瑞
星
」
に
二
速
温
給
器
と
い
う
の
を
付
け
て
、
与
圧
高
度
を

上
げ
た
性
能
向
上
型
）
に
換
装
し
た
と
い
う
。

要
す
る
に
エ
ン
ジ
ン
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
わ
け
だ
が
、

こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
高
度
五
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
六
〇

四
キ
ロ
と
い
う
陸
軍
の
要
求
を
上
回
る
速
度
を
出
す
こ
と
が
で



き
た
。
空
冷
式
エ
ン
ジ
ン
で
は
時
速
六
〇
〇
キ
ロ
以
上
出
す
の

は
無
理
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
、
こ
の
常
識
を
覆
す
ス
ピ
ー
ド
だ

っ
た
た
め
、
信
じ
な
い
者
も
い
た
が
、
六
〇
〇
キ
ロ
を
突
破
し

た
日
本
最
初
の
機
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
を
「
百
式
司
偵
二
型
」
と
し
て
採
用
さ
れ
、
直
ち
に
量

産
に
入
っ
た
。
更
に
改
良
が
加
え
ら
れ
四
型
ま
で
、
試
作
機
を

含
め
て
合
計
一
七
四
四
機
が
製
作
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
型
機
が

最
も
多
く
、
一
〇
九
三
機
生
産
さ
れ
て
い
る
。

「
司
偵
」
は
、
双
発
単
葉
の
ス
マ
ー
ト
な
型
を
し
た
飛
行
機

で
、
空
の
情
報
収
集
が
任
務
で
あ
っ
た
。
航
空
本
部
で
は
「
主

と
し
て
航
空
作
戦
に
お
け
る
神
速
な
る
情
報
の
収
集
及
び
連
絡

に
任
じ
、
隠
密
挺
身
的
に
行
動
せ
し
む
、
云
々
」
と
任
務
づ
け

て
い
た
。




